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凌聖愚遊＜りょうせいぐゆう＞4
　弾射音




　おれはさっそく、翌日から調査をはじめた。本当なら修理工場にクワトロを取りに行く予定だったのだが、仕事だからしょうがない。奈緒美は自分が代わりに取りに行くと言って譲らなかった。また電柱にでもぶつけたらたまらないからおれは断ったのだが、彼女は頑として言うことを聞かない。好きにしろ。おれは彼女にクワトロのキーを預けた。

　榊原玲子の旦那の名前は真一。自宅から職場へ移動するには車を使っているので、おれも車で尾行しなければならない。しょうがないので朝っぱらからレンタカーを借りた。ちょうどいい。クワトロだと、何かと目立つ。何の変哲もない大衆車のほうがいい。

　おれも、男の姿のままでは、どこにでもいるような容貌だ。女装すると美人過ぎるので目立ってしまう。女装する必要がないので物足りないのだが、その分、気楽だ。

　榊原の自宅の近くに車を止めて小一時間。真一の車が車庫から出てくる。ベンツだ。お定まりだな。真一は四十五歳だが、ちょっとしたＩＴ企業で専務をしている。いわば、ヤンエグだ。ヤンエグでもないか。でも四十五歳で専務だから、大抜擢なんだろう。

　時刻は十時半ごろ。ほんとに重役出勤だな。絵に描いたようなその生活が想像できておれは苦笑した。

　真一のベンツを、おれはゆるーく尾行する。あまり目立たないように、つかず離れず。そのうちに、彼の会社が入っているビルに到着した。地下の駐車場に入っていく。おれもその駐車場に車を入れた。時間貸しの区画もあったのだ。おれは真一のベンツが見える位置に車を止め、その中で彼が戻って来るのを待つことにした。

　昼ごろには、動きはなかった。おれは昼食とトイレのためにそのビルの最上階にあるレストランへ行った。

　驚いたことに、窓際の席に真一と数人の男たちの姿があった。重役連中だろう。ちょうどいい。おれは軽くパスタを食べながら彼を見張った。

　コーヒーを飲んでいると、真一と仲間たちが立ち上がる。俺も慌ててコーヒーを飲みほして席を立つ。わざと同じエレベーターに乗る。真一は五階でエレベーターを降り、彼の会社の入口に入っていった。

　おれは地下の駐車場に戻り、再び張り込みを続ける。

　四十五歳にしては、貫録があるな。やっぱり、重役をしているからだろうか。エレベーターの中でもすました顔をしていた。もしもおれが女の恰好をしていたら、彼はおれをちらちらと見るだろうか。その反応を見てみたかった。ほんとに、女装してあいつの前に現れるかもしれない。鼻の下を伸ばして、おれを見るだろうか。なんなら、あいつが行く店に化粧して行ってみてもいい。酒の力を借りて、おれを口説こうとするだろうか。おれはほくそ笑んだ。

　四時ごろに動きがあった。真一が駐車場に降りてきたのだ。おれはすかさずエンジンをかけた。真一は駐車場の係員にパスを提示して外へ出ていく。おれは小銭を探すのに少々手間取ってしまった。外へ出ると、一瞬、彼のベンツを見失いかけた。だが、信号待ちをしているのをうまく捉えることができた。そのまま、つかず離れず尾行だ。十五分も走って、彼のベンツはとあるビルの駐車場に入っていく。おれは同じビルの駐車場ではばれる恐れがあるので、隣のビルの駐車場に入れて真一のベンツのところに急行した。真一はエレベーターに乗り込むところだった。エレベーターは七階で止まる。おれは一階のビル入口へ行き、壁の表示パネルを見上げた。七階にはいくつかの会社が入っていた。そのどれかを訪問したのだろう。だが、今となっては確かめようがない。それでもとりあえず、七階に行ってみた。しかし、ガラス張りの入口を持つ事務所はなく、その中を覗き込むことはできなかった。

　とりあえず、七階にある会社の名前をすべてメモしておく。

　おれはそのビルの駐車場に降り、真一のベンツが見える位置にたたずんだ。どれくらい時間がかかるかわからないが、まあ、我慢比べだ。煙草が吸いたかった。だが、近くに喫煙所はなく、我慢せざるを得なかった。

　奈緒美には、いつも禁煙しろと言われている。おれもそのほうがいいと思っているが、なかなかやめられない。特に女の恰好をしているときには、おれは基本的に煙草を吸わないようにしている。男にいやがられないようにするためだ。女装しているときに無性に煙草を吸いたくなることがある。そんなときは、ひたすら我慢するほかはない。

　三十分ほどして、真一は戻ってきた。おれは自分の車に戻り、駐車場を出た。もちろん、彼のベンツはどこにも見当らなかった。だがおれは慌てることなく、彼の会社の入っているビルに戻った。果たして、彼のベンツは駐車場の定位置におさまっていた。このまま、車の中で待つだけでいい。

　結局、六時半に真一は会社を出て、まっすぐに帰宅した。

　おれは玲子のメールアドレスに今日の報告を送った。本日のところは、浮気の兆候はなし。玲子には、メールは読んだらすぐに破棄するように言ってある。旦那が覗き見たら大変だ。相手が証拠を隠すのなら、こちらも証拠をつかまれないようにしなければならない。調査報告は、改めて文書で渡すことにしてある。

　それにしても、腹が減ったな。おれはレンタカーを返し、奈緒美のスマホに電話して、彼女のマンションに向かった。


小説指南セレクト
　栗林元




　私は名古屋・尾張地区でサイタ（コーチユナイテッド株式会社）の小説創作コース「小説指南」を担当している。そこでのコーチングで気づいたことなどをコラムとして記事化している。その中の一部をこちらでも紹介していきたいと思う。




「作品を書いて気づくこと」




　小説を書きながら気づくことがある。私の体験からお話ししよう。




　私には「自転車の夏」というタイトルの自伝的青春小説があるのだが、それを書いているときの体験である。

　物語は、主人公の栗本肇が大学に入学し、少林寺拳法部に入部してからの半年間に、私自身が三流私大の四年間で体験した体育会の、それも武団連合と称されるような強面の運動部での壮絶な、でも爆笑な日々を凝縮して描いたものである。




　主人公の性格を描写するエピソードが以下の文。




　自転車が長い坂を下っていく。

　肇の自転車の隣には少し遅れて都築の自転車が並んでいた。肇の自転車は、実に頑丈な作りである。フレームは鉄で、その上ブレーキはワイヤーではなかった。サイクルといえばスポーツとか青春とかをイメージするのだが、このサイクルは正に自転車と呼ぶのが相応しく、むしろ寿司とかラーメンをイメージさせるのだ。

　みんなから出前自転車などと馬鹿にはされていたが、重い上に変速ギアがないだけに下り坂は速かった。

　この「出前号」は、下宿生活の足として入学時に両親から買ってもらったものだ。本当は倍ほどの値段のスポーツ車が欲しかった。フレームの材質はクロームモリブデンで重量も半分以下。ドロップハンドルもスポーティーな十二段変速というやつだ。母は生協の自転車売り場で、二台を見比べ、「お前はこういう派手なものは嫌いだろう」と言ってこの実用車を選んだのだ。親の期待に反して公立大学に落ちた身でもあり、肇は黙ってその自転車で我慢していたのだった。

　「常に願望は程々にしておく」という性格、肇自身はこれを長男根性と頭の中で命名していたが、それが身についてしまっていた。

　友人たちから出前号と言われる度に、そんな自分の一面を指摘されるようで嫌な気分になった。

　今では、四年間この自転車で通してやる、という歪んだ決意さえ抱いている。これもやはり長男根性かもしれない。




　私は、主人公の「長男根性」を象徴するエピソードとしてこの自転車を出したのだが、その後、この無骨な自転車は随所で登場する。




　国鉄東海道線の上に架かる跨線橋にさしかかった。歩行者・自転車用の急な斜路になっている。半分ほど登ったところで自転車を降りて押さねばならなかった。とても上までは駆け上がれない。




　主人公の体力的な成長を描写する道具として使っていたこの自転車が、やがてエピローグにも登場する。描いていたマンガが選外佳作として雑誌に載ったと聞いて本屋に急ぐシーンである。




　東海道線に架かる跨線橋が見えてきた。自転車用に斜路にはなっているが、歩道橋なみの急斜面だ。いつもは半分ほど登ったところで自転車を降りて押していた。

　肇はサドルから腰を浮かすと、ペダルを踏んだ。

　ぐいぐいと加速する。

　（今日こそ上まで行ってやる）

　「出前号」は勢いをつけて斜路を駆け上がった。半分まで登って勢いが落ちそうになったところで立ち上がり、一歩一歩踏み締めるようにペダルを踏み、じりじりと登る。

　スポーツサイクルならギアを落とすところだが、あいにく「出前号」は実用自転車だ。もともと変速ギアなどというしゃれたものはない。

　ぎしぎしと悲鳴を上げる「出前号」に、肇は心の中で叫んでいた。

　（がんばれ、がんばれ、俺もがんばる）

　ほとんど止まりそうになりながら、ついに前輪が斜路を登りきった。

　（やった！俺は合宿で確実に強くなっている）

　そして、ふいに肇はこの無骨で決してスマートではない不器用な「出前号」に強い愛着を感じているのに気づいた。

　ああ、こいつは俺自身なんだ。

　そう思うと何だかこの自転車を褒めてやりたくなった。

　（ようし）

　ペダルに一踏み力を加えると、肇は思い切って体重を後ろにかけた。

　その瞬間、「出前号」はその姿に似合わず、ぐいっ、と前輪を持ち上げると、見事なウィリー走行をやってのけたのだ。

　目の高さで回るスポークにキラキラと陽光が反射する。「出前号」は胸を張って「どんなもんだい」とでも言っているようだった。




　私は、このエピローグを書きながら、「運動神経がいいわけでもなく競技者になるわけでもなく、決してイケメンでもない主人公」と「変速ギアがついているわけでもなくスマートでもない出前用自転車」は同じなのだと気づいたのだ。

　書いている段階で、この作品のタイトルは「月影砕くる東海に」という私の母校の逍遥歌のタイトルを付けていたのだが、この気づきの後、迷わずに「自転車の夏」にした。




　この気づきの後、小説や映画を見たときなどに、物語や主人公の心などを象徴化（シンボライズ）するモノを発見する目が養われた。そして作品の中に意図してそれを仕込んだりする技巧も覚えたわけである。




　実際に作品を書かなければ気付きはやってこない。




　小説指南https://cyta.jp/novel/s/shousetushinan/






宇宙キッドの作り方
　murbo



　J21a BLIXT【ブルゴニア共和国空軍 戦闘機ブリクスト】

　J21aブリクストは、1960年代のブルゴニア共和国の迎撃戦闘機。Jはフランス語で戦闘のjaktを意味する。ブルゴニア共和国は独自の言語ブルゴニア語を持っているが方言が多く、共通語としてフランス語も採用している。

　形式はデルタウイングの双発ジェット機。ブルゴニアは北欧に位置する小国で近隣の大国の争いに組しないことで国の安定を維持している。しかし、隣国のヴァンドリア公国の誤爆被害が大きく、これに対応するためにも自国の状況に即した迎撃戦闘機の開発が望まれていた。

　開発能力や工業力の低さなど様々な問題がある中、ヴァンドリア公国との緊張が高まっているアリシア共和国の小型ジェットエンジンの設計図を調達、低出力のエンジン性能を補完するデルタ翼などの技術を加え、初の国産戦闘機の開発に成功した。

　採用されたJ85ターボエンジンは、元々ミサイル用の小型ジェットエンジンで、性能はともかく、整備性の方さと信頼性は高かった。特に整備製については特殊な工具を必要とせず、数人のスタッフで機体からの脱着が可能。出力の低さは双発にすることでカバーし、被弾、故障の際の生存性も考慮されている。

　一番の特徴であるデルタ翼は大きな後退角で遷音速域での空気抵抗が小さく、高迎え角でも失速しにくいために、高速域での運動性能が高い。その反面、飛行安定性が弱く、スーパーストール（縦スピン)癖が強い。また、STOL性能が低い事もデルタ翼ならではの欠点になっている。これらをカバーするために垂直尾翼の大型化、主翼にソーカットと呼ばれる切り欠きをつけるなどの改善策が採られている。






　国内では紛争や戦争に参加する事は無く、唯一の実戦として地球外生物とその創造した戦闘ロボットと第109航空隊との交戦がある。30mmリボルバーカノンは相手の外装に傷を付ける程度の損害しか与えることができなかったが、既存の対空ミサイルの集中射撃で敵の犀型ロボットの肩に付いた武装を破壊する事に成功している。この犀型ロボットとの交戦については、後に飛来したコウモリ型ロボットによって、その場で増強され全く刃が立たなくなり、科学宇宙研究所所属の宇宙キッドによって迎撃された。

　この交戦の成果から、未確認生物の出現、攻撃が多発する日本からJ21の購入が持ち上がった。






　構造が単純で整備性の良さ、運用の容易さや軽快な操縦性能などが評価され、発展途上国などへ輸出された。

　J85ターボエンジンは大量生産されたもののコピーのため、部品などは比較的どこでも手に入った事も輸出国で歓迎された理由だった。戦闘機のエンジンとして利用するには燃費が悪く、それが航続距離を短くしていて、増槽用のパイロンには常に燃料タンクを装備することになる。短い航続距離はブルゴニア国内でも懸案となり、比較的早い段階で改良型が投入された。改良型について特に形式番号などは与えられていない。

　アルゼンチン、パキスタンでは現役で運用されており、各国で独自の改良が施されている。ヨルダンやエチオピアなどに輸出されたJ21aは、その後アメリカ製のF-5EやF-16などに更新されたおりにさらに後進国に売却または貸与され、紆余曲折を経て中東の過激派組織でも使われた。これ等はエンジンを互換品や質の悪いミサイル用のもので代用されている事が多く、稼働率は低かった。







　全長／13.8mm

　全高／3.96mm

　全幅／10.2mm

　最大速度／マッハ1.2




　武装

　DEFA552 30mmリボルバーカノンx2

　R333 無誘導ロケット弾x2




　生産数524機





既刊本紹介

弾射音既刊本
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
　本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。 




「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。




「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。 




「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。 




「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか？

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE




今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
　弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。 




「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか？ 




「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか？ 

「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22







理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
　夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8






ぱおにゃん？ 弾射音ショートショート集Vol.2
　暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん！」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう？……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録｡本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78






デイズ・オヴ・ホミサイド
　どうして人を殺すのが悪いことかわからないって？ じゃあ、こんな話はどうだ？……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA




彼女の手の中のバービー
　彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく－－美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。 




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ






レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
　僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。 

　いどぅるが手許にないのだ。 

　人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。 

　そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。 

　ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。 

　行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。 

　そんなとき、少女・ナオミが現れる。 

　彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。 

　はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか？ 

　夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。

　http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0




A FUNNY STORY OF A SAD STORY
　Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world? 




　This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE






HAPPY ENDING and MIAI
　This book contains two love stories that occurred in Japan. 

　“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her? 

　“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS






パッチワールド
　人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E



栗林元既刊本



神様の立候補／ヒーローで行こう！
　平成二年の第三十九回の衆議院総選挙を舞台にした作品。主人公・西本は地方新聞・東海新聞の専属広告会社の営業。彼に下された使命は、泡沫候補の新聞用選挙広告を法定回数五回分を全て東海新聞の扱いで獲得すること。選挙広告の扱い件数は新聞の信頼度を計るバロメーター、他紙の専属広告会社も黙ってはいない。さらに問題が一つ。その候補者は、「龍神様のお告げで立候補を決意した」というおばあちゃんだったのだ。西本は無事に扱いを獲得できるのか？ そんな新聞広告の内側をユーモアたっぷりに描いた作品。この作品は、平成三年三月の「第二回ビジネスストーリー大賞」（テレビ東京主催・日本経済新聞社後援）で佳作入選した小説に加筆したもので、今回が初公開。 

　もう一編の「ヒーローで行こう」は平成十四年の作品。ツイッター登場の四年前、地方都市に住む四人のオタク中年が、ひょんなきっかけから正義の味方をすることになる物語。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00IB9F4OE






1988 獣の歌／他1編
　気がつくと、「獣」は新生児の心の中にいた。しかも、今まさに殺されようという瞬間だった。 

　間一髪、肉体から抜け出した獣は、一人の少女の心に飛び込んでいた。しかし、無理な跳躍で、多くの記憶を喪失してしまう。 

　人の心から心へ、性行為を媒介にして移動する獣。肉体もなく、意識の中に隠れ住む獣。 

　その知性は人より神に近く、その特性は、人より獣に近い「私」を語り手に、人の心に秘めた悲しみと欲望を赤裸々に描く。 

　私（獣）とは一体何者なのか。何のために人から人へと移動するのか。そしてどこへ行こうというのだろうか。異色のエロティックSFホラー。 

　他に、ハードボイルドミステリースタイルの官能小説「探偵・隆」を収録。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00KK5I61U







盂蘭盆会●●●参り（うらぼんえふせじまいり）他2編
「盂蘭盆会●●●参り（うらぼんえふせじまいり）」 

　18歳を目前にしたお盆の夕食で、仁は 「明日のお参りにはお前も来なさい」と、父から告げられる。同じクラスの中にも、もう「お参り」をしている者が何人かいた。話によれば長男は兄弟の中でも比較的早く「お参り」に連れていかれるのだという。果たしてそのお参りとはどのようなものなのか。 




「毛布の下」 

　少年時代の夏休み、あの空き地の廃屋で見た腐った毛布の下にあったのは、噂の通り、殺された少年の死体だったのだろうか。 




「尋ね人」 

　週一回のペースで､1年近く掲載され続けている尋ね人広告｡事故死した前任者の葬儀で出会った美しい母娘に秘められた悲しい宿命が､広告マン西本を翻弄する。 




　1990年代から2000年代前半にかけて書いた｢奇妙な味｣系の作品を集めた作品集である｡







　http://www.amazon.co.jp/dp/B00NCD05MK



murbo既刊本



宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
　架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80






宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ






戦え！宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
　架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。




　http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG



編集後記



　murbo／今号は自分の担当が凄く遅れてしまいました。




　栗林 元／まあぼさんの部分が一番手が込んでますからね。おつかれさまです。あと「小説指南」の表紙と広告ありがとうございました。




　murbo／戦闘機をモデリングするのは大変だというのが分かりました。表紙はコピーがあったので、ほぼ並べるだけでしたよ。

　広告は今後の課題ですね。




　栗林 元／あの広告で、FBやtwitterのアピール具合がかなり違うのですよ。本格的な広告というだけで、KDPにつきまとう「素人臭」を払しょくできるのです。




　murbo／あ～、それは分かります。売れる表紙！とかブログでいうのでも売れるかもしれないけど、あんまりかっこよくない、かわいくない事は多いですからね。文字をきちんと組めば素人臭さは軽減できると思いますよ。




　栗林 元／キャッチコピーの「君は、本能だけで小説を書こうとしていないか？」は、実際の生徒女史に私が最初に言った言葉で、とても印象に残っていると聞いたので採用しました。その生徒は、本能だけで一次予選は突破していて、昔の自分を見ている感じで愛い奴なんです（笑）




　murbo／広告ではコピーは大切ですね。他はなくてもコピーがないとどうにもならないです。

　表紙問題は写真などイメージ的なものばかり取り上げられますけど、こちらもコピーは大切です。文字情報だけで20年アニメ業界のトップに位置するエヴァンゲリオンを見よ！っていうくらいに大切ですね（笑）。映像表現としては嫌ですけど。

　栗林 元／2015/11/30 22:30

　栗林 元／エヴァ＞＞＞ あれは市川崑ですから。




　murbo／あ、文字組みだけでなくて文章自体ですね。途中で組み方向を変えるのは今はやっていないんじゃないかな。




　栗林 元／まあぼさんは本業では3Dは制作するんですか。




　murbo／3DCGだけはやらないですね。映像やグラフィックの発注の中でやることになったらやるくらいです。専門にするにはいろんなものが足りないです。今回の戦闘機もレンダリング後の2D作業が比重は高いです。かかる時間は全然違いますけどね。

　栗林 元／2015/11/30 22:41

　栗林 元／何か一つイベント打ち上げたいですねえ。ようやくメンタル面が元気になってきまして、退職当時のへたったころとは別人のようになっているんです。




　murbo／予算が全くないので大きなことはできません。単独で何かというのはリスクが大きすぎるので、どこかのイベントに便乗でしょうか。本のイベントなどにブース出すとか。




　栗林 元／私は自分の作品を「朗読劇」みたいにしたいですねえ。昔、FMであった矢作俊彦の「マンハッタン・オプ」みたいな。ハードボイルドミステリー。




　murbo／そういったコンテンツが残るのがいいですね。ラジオドラマもそれなりに手間がかかると厄介なので、一人か二人で完結できる内容であればいいと思います。こういうの作るときはキャスティングとスケジュールを最初に考えてしまいます。この辺りを決めると予算も把握できるので。




　栗林 元／一人称「俺」のモノローグで、相手のセリフだけは別の人。後は効果音と、いかした音楽で進行。だから、メインの男一人と、あとはヒロインと、脇役は私が声色を使って演じ分けるとか。

　作品イメージは「薔薇の刺青（タトゥー）」ですけどね。あんな新作を書き下ろす。

　ストーリーもさることながら雰囲気で酔わせてしまうと。




　murbo／SEとBGMですでに豪華になりすぎてます（笑）JASRAC登録曲を避けて適当にいい感じで流してとか、かなりきついです。というのを体験済みです（笑）




　栗林 元／昔のJAZZなんかは高いんですか？デューク・エリントンとか。

　それか、らしいオリジナル曲を同じ職場にいるミュージシャンに作ってもらうとか。同じ職場にはテレビタレントもいるし。ってどんな職場だよってことですが。




　murbo／まだ著作権は切れていないようですし、番組ならともかく、作品になるととても個人レベルでは賄えないです。




　栗林 元／なるほど。




　murbo／で、そのなんとなく雰囲気出してる曲を演奏してよというのが大変なんです。あと権利問題。曲自体はミュージシャンで好きに使っていいよ！といっても、こちらで自由に使えるわけではないので、最初に堅苦しい感じでルール作っとかないと確実にもめます。

　僕が依頼する場合は、そのミュージシャンの既存の曲を手弁当で出来る範囲で使うなどの許可でお願いしてます。儲かったときはそのつど相談で。




　栗林 元／なるほど、大変ですね。




　murbo／いまのところ儲かっていないので安心です（笑）。でもこんな雰囲気で流してちょうだいが出来る人がいるならばお願いしたいです。ありがたいことです。




　栗林 元／一度聞いてみます。この人、同じ派遣先にいる仲間→大原忠良「ラベンダー」https://www.youtube.com/watch?v=twxeHBfVTNU




　栗林 元／あと、この人も同じ職場にいます→




　織田 雄二 NTBタレントプロフィール

　http://www.goodntb.co.jp/ntb_profile.php?id=2




　murbo／文字では伝わらないですけど、声を聞く限りは間違い感じですね。とりあえず、地球に生まれて良かったー！は言ってほしいですね。

　スタジオ代と関係者全員の昼食代で出来ればいいんじゃないかと。




　栗林 元／本人も困ってましたよ。かぶってるんだと。




　murbo／かぶり活かしでやるしかないですね。




　栗林 元／女性の声も欲しいけど。知り合いに頼むかな。FB友達→森部紗矢香プロフィールhttp://www.amita.info/talent/moribesayaka.html




　栗林 元／まずはネタ元になるショートなハードボイルドストーリーを何本か考えます。




　murbo／手弁当で出来る範囲であればOKですよ。只、三人は多いかな。リハやら打ち合わせをSkypeなどでカツカツにしぼって、スタジオは本番の一日だけでRECできるのが、現状の身の丈かと思います。




　栗林 元／了解です。意見聞いてみます。手弁当ではせ参じてくれるかい、ってところで。




　murbo／手弁当を理解した上で、ぼけて手作り弁当を持参する人ならありがたいですね。




　栗林 元／それぞれの、「才能の持ち寄り」ってことですね。




　murbo／ええ、かなり脱線ですが、こんな感じで次回もよろしくお願いします。




　栗林 元／よろしくお願いいたします。


　北極大陸　第13号

　発行／2015年12月1日

　編集、レイアウト／murbo
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